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      ENGAGE ROTARY CHANGE LIVES 

          ロータリーを実践し みんなに豊な人生を 

2013～2014 年度 ＲＩ会長 ロンＤ．バートン 
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第２０４３回 例 会 平成 26年 3月 4日 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 
点     鐘 … 宮内  博 会長 

国      歌 … 君 が 代 

ロータリーソング … 奉 仕 の 理 想 

来訪ロータリアン紹介 

… 親睦活動･家族委員会 

会 長 挨 拶 … 宮内  博 会長 

御 祝 披 露 … 宮内  博 会長 

誕 生 祝 … 釜谷 藤男 会員(2月 26日) 

結婚記念日 … 平野 恭男 会員(3月 4 日) 

入会記念日 … 澤井  博 会員(2月 27日) 

       宮内 宗一 会員(3月 1 日) 

 

幹 事 報 告 … 釜谷 藤男 幹事 

 

 

 庭の椿 提供：宮内 宗一 会員（12） 

 

 

 

ニコニコＢＯＸ … 親睦活動･家族委員会 

 

卓  話 

「日本刀パート 2」 
  銚子ロータリークラブ 宮内 龍雄 氏 
 

出 席 報 告 … 出席･プログラム委員会 

 

来週のプログラム（平成 26年 3月 11日） 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 
卓  話 
「2011.3.11 を忘れない」 

宮内 幸雄 会員 
 

お食事「あぐり」 
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四つのテスト 

言行はこれに照らしてから 

1) 真実かどうか 

2) みんなに公平か 

3) 好意と友情を深めるか 

4) みんなのためになるかどうか 

 

第2042回例会(平成26年2月25日) 

会長挨拶                宮内 博 

今月は世界理解月間です。さらに２月２３日は最初

のロータリーの会合が開かれた記念日で世界理解と

平和の日（World Understanding and Peace Day）と

定められ、各クラブはこの日、国際理解と友情と平和

へのロータリーの献身を特に認め、強調しなければな

りません。その日から始まる１週間を｢世界理解と平

和週間｣と呼び、ロータリーの奉仕活動を強調するこ

とが決議されています。 

ロータリアンはこの１００年間、多かれ少なかれ世

界理解と平和への道を求めて活動してきました。しか

し私たちは寄付以外に具体的に何をしたという実績

があまりないのが実情です。興味深い資料がございま

したのでご紹介します。世界理解の出発点として、以

下に示す５つの指針を自分自身に照らし合わせて頂

き、世界理解と平和の増進の一助として再点検できま

す。 

1． まず己を理解せよ 

自分自身の中に他国民に対する偏見がないか考

えてみよう。もしそのような点があれば、それを

全て捨て去る。この種の率直な自己分析を定期的

におこなう。自分の所属する団体や組織に影響さ

れて、型にはまった人間にならないように心掛け

る。 

2． 他人を理解しよう 

自由に感じる権利を他人も持っている事を認め

る。彼らがさしあたって何を欲しているか、結局

は何を目指しているか、その辺を良くみきわめれ

ば、彼らの気持ちを理解できるはずです。 

3． 模範を示そう 

自らの行いによって模範を示す。他人が自分とは

異なった考えを持っていても、その理由を理解し

ている事を実際の行為で示してみせよう。 

4． 自分の考えを押し付けてはいけない 

自分の行ないによって、あるいは実際に成功して

みせることによって、自分の考えが正しいことを

納得してもらうようにする。（ただし自分の考え

が本当に正しい場合に限る） 

5． 怒ってはならない 

自分の考えに同調しない人、あるいは外国に対し

て怒ってはならない。怒りは理性を吹飛ばしてし

まう。怒りは本当に怒る価値のあることのために

とっておきましょう。 

以上５つの指針のフィルターを通すことにより、一

人一人が世界理解と平和を見つめる姿勢が整うこと

になります。個人間、地域間そして国際間と争いごと

は絶えませんがまずは自ら気持ちを整えることが紛

争解決の一歩です。 

１人の人間として私が世界理解と平和のために一

体何ができるかという事を考えてみると、まことに頼

りない気がします。しかし実際にはやるべき事できる

事は沢山あります。折角の世界理解と平和週間であり

ますので、少し時間を割いて、世界理解と平和につい

て考えて頂くことをお願いし会長挨拶とさせて頂き

ます。 

幹事報告 

１・ＲＩ日本事務局より 

2013年手続要覧              受領 

２・高松南ＲＣより 

例会参加のお誘い              受領 

３・千葉科学大学より 

「JENESYS2.0及び北米地域との青少年交流」 

訪日団との懇親会の開催について（ご案内） 受領 

４・例会変更のお知らせ 

 旭ＲＣより 

3／28(金) 点鐘18：30「黄鶴」夜間例会   受領 

☆週報受領  鹿島臨海ＲＣ 

卓 話 

「私の趣味（錦鯉）」 

銚子ロータリークラブ 金島 弘 氏 

錦鯉は日本で作

られた唯一の観賞

魚で、「国魚」とも

いわれています。 

自然界にいる真鯉

の中からわずかな

色彩を見いだし、

改良に改良を重ね

て現在の美しい姿が創り上げられてきました。 

性格は穏やかで人に慣れやすく、和金などのフナ尾の
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金魚と一緒に飼育できます。 

急激な変化が無ければ水温 5～35℃位まで順応できるの

で、庭でも室内でも飼育できます。さらに一週間程度な

ら餌を与えなくても元気です。 

新潟生まれの世界のガーデンフィッシュ 

錦鯉の始まりは、江戸時代の中期に遡ることができま

す。発祥は新潟県の現・長岡市、山古志地区を中心とし

た山間地です。雪深いこの地で極彩色の錦鯉が作り出さ

れ、今日見るような多くの品種が創造されてきました。 

錦鯉の品種は細分化すると80種以上にも達します。こ

れほど多くの品種がある観賞魚は他に類を見ません。 錦

鯉の魅力の一つは、バラエティーに富む品種を楽しめる

ことにあります。錦鯉は原産地の新潟から始まり、日本

各地に広まり、現在では世界各地に輸出されるようにな

りました。外国ではカラフルな色彩と大きく育つことか

ら「世界最大のガーデンフィッシュ」とも言われ、愛好

家が増えつづけています。 

錦鯉の用語は外国でも日本語が使われています。品種

名はもちろん、専門用語までが日本語で通じます。日常

では外来語が多くなっていますが、錦鯉用語は国際語と

して位置づけられている数少ない日本語の一つと言えま

す。 

錦鯉の楽しみ方はいろいろです 

優美にして華麗、そして躍動美 

錦鯉の魅力を言うとき、誰もが口にするのは「優美さ、

華麗さ」でしょう。でも、これに「躍動美」を加えなけ

れば、片手落ちになります。鮮やかにすいっと水を切っ

て泳ぐ姿は錦鯉の美をさらに引き立て、それが錦鯉をし

て「鑑賞魚の王」と言わしめるゆえんともなっています。 

誰でも、どこでも飼えます。 

 錦鯉を飼うのは、決して難しいことではありません。

魚が住める環境を整えてやれば、誰でも、どこでも気軽

に飼うことができるのです。１匹500円からいますので、

あなたの感性で鯉を選んでください。 

 まず、用意するのは入れ物です。庭があれば、畳半分

の池を造っても買えますし、庭の添景として昔造られた

池なら、多少の機器を備えればＯＫです。また、最近多

くなっているのが水槽飼育です。 

 次に、どうしても準備しなくてはいけないのが濾過装

置です。これには機器の類や規格品もありますが、化粧

箱などで手作りすることも可能です。濾過槽の容量は、

入れ物の容量の2～3割を目安に。その他、循環用ポンプ、

配管用パイプ、酸素発生器などがとりあえずの必需品で

す。 

少しの匹数を、控えめな餌やりで末永く 

日々錦鯉を慈しむ中で、特にエサを食べる姿を見るの

は何物にも代え難い喜びです。ですが、一つの入れ物に

数多く入れず、餌も控えめにすることが飼育のコツです。

そうすれば、健康で長生きし、いつでも楽しませてくれ

るものです。 

他に、鯉ハント、野池預け、品評会、仔採りなど、錦

鯉には様々な楽しみ方がありますが、何をどうしなけれ

ばという決まりはありません。自分のやりたいことを好

きなように楽しめばいいのです。 

縁起のいい国魚“錦鯉” 

【紅白】 

家運隆昌 

白色の地肌に赤い模様があるもの 

 

【九紋竜】   

立身出世向上       【黄金】 

白地に黒模様のドイツ    鯉金運 

竜が黒雲となり空に上る   全身に金属光沢を持っ 

伝説から名付けられた    た一色の鯉 

 

 

 

  

 

 

 

（全日本錦鯉振興会より） 

 

＊ 錦鯉品評会ビデオ「鯉に恋して」を上映しました。 

 

 

 

 

 

 

平成25年11月10日 第42回千葉県錦鯉品評会にて 

金島氏「第75部紅白」準優勝 
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臨時理事会開催及び持回り決議 議事録 

銚子東ロータリー・クラブ 銚子市三軒町19番地の4 銚子商工会館内 TEL0479(23)0750 FAX0479(25)8789 
メール c-higashirc@tcs-net.ne.jp  URL http://www.tcs-net.ne.jp/~rc 
例会日時及会場 毎週火曜日  12時30分点鐘  銚子商工会館5階大会議室 

  会長 宮内  博  副会長 石井 哲也  幹事 釜谷 藤男 
 Ｒ．Ｉ 第2790地区 クラブ広報・会報委員会 宮内 勝利・佐野 幸雄・宮内 宗一・杉浦  武 
  表紙題字 網中喜一郎初代会長 
 

ほととぎす 銚子は国の とっぱずれ        古 帳 庵 
江戸小網町の豪商鈴木金兵衛夫婦（古帳庵 古帳女）が銚子に遊んだときに 

詠んだもので、この碑は圓福（円福）寺に現存する。 
 

© 2013-2014 The Rotary Club of Choshi-East. All rights reserved. 
 

 

日  時 平成 26 年 2月 25 日(火) 15：20 

通知方法 事務局よりファクシミリにて送信 

議  題 

１・３月例会スケジュール変更の件     承認 

 第 4 例会 3 月 25 日(火) 卓話者変更 

  網中 吉郎 会員 

     ↓ 

千葉科学大学ＲＡＣ 見田光昭氏・鈴木優介氏 

「ＲＹＬＡ参加報告」 

 

今年度変更事項 

★財団補助金制度変更 

新補助金システム「ＦＶＰ（未来の夢計画）」導

入 

・新地区補助金 

・グローバル補助金 

 

★ロータリー用語の日本語カタカナ表記における中

黒の使用方針変更 

特定の用語において中黒を入れない表記に変更 

「ロータリー・クラブ」→「ロータリークラブ」 

「ガバナー・エレクト」→「ガバナーエレクト」

等 

 

★ロータリーロゴ変更 

ロータリーの新しいビジュアルアイデンティ

ティ（視覚的アイデンティティ）導入 

 

 

 

 

 

 

 

３月のロータリーレート 

１＄＝１０２円 

 

 

 

 

  前 回 の 例 会 （２／２５） 報 告 

 

点   鐘  宮内 博 会長 

 

出席報告 

会員総数 ４１ 名  出席規定除外数 ９ 名 

出席者   ２２ 名  出席率     ６４．７１ ％ 

２月４日         確定出席率  ６８．５７ ％ 

 

来訪ロータリアン   

金島弘君 杉山俊明君           （銚子ＲＣ） 

 

欠席者  1２名 

 

メークアップ   

平野君                 （2/26 銚子ＲＣ） 

 

スモールコインBOX      小 計 ￥  ２，０１０－ 

累 計 ￥ ６７，６２１－ 

ニコニコBOX          小 計 ￥ １２，０００－ 

累 計 ￥３５６，７００－ 
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